
–17––18–

№ 神　社　名 祭　神　名 祭　神　名 鎮　座　地
1 岡山神社 大吉備津彦命 オホキビツヒコノミコト 岡山市北区石関町 2-33
2 八幡神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 倉敷市三田 615
3 御崎神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 倉敷市生坂 1479
4 御崎神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 倉敷市大内 1062
5 御前神社 吉備津彦神 キビツヒコノカミ 倉敷市安江 369
6 柏島神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 倉敷市玉島柏島 7086
7 長尾神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 倉敷市玉島長尾 2287
8 御前神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 倉敷市玉島黒崎 2808
9 吉備津彦神社 大吉備津彦命 オホキビツヒコノミコト 岡山市北区一宮 1043
10 鶴𥔎神社 大吉備津彦命 オオキビツヒコノミコト 都窪郡早島町早島 2220
11 御前神社 五十彦狭芹彦命 イソヒコサセリヒコノミコト 岡山市南区妹尾 897-1
12 伍社神社 大吉備津彦命 オホキビツヒコノミコト 岡山市南区山田 1148
13 加茂八幡神社 大吉備津彦命 オオキビツヒコノミコト 浅口市金光町大谷 661
14 艮神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 浅口市鴨方町小坂西 4629
15 艮神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 浅口郡里庄町里見 7276
16 真止戸山神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 浅口市鴨方町六条院中 6919
17 艮神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 笠岡市大宜 355
18 聖靈神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 笠岡市西大戸 780
19 艮神社 大吉備津彦命 オオキビツヒコノミコト 笠岡市尾坂 2209
20 箱田山神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 笠岡市吉田 3909
21 吉備津神社 大吉備津彦命 オホキビツヒコノミコト 小田郡矢掛町上高末 4027
22 矢掛神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 小田郡矢掛町矢掛 157
23 鵜江神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 小田郡矢掛町小林 1857
24 御崎神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 小田郡矢掛町南山田 1062
25 鵜江神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 小田郡矢掛町西川面 1334
26 大元鵜江神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 小田郡矢掛町東川面 1806
27 鵜成神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 小田郡矢掛町宇内 2031
28 四位神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 小田郡矢掛町本堀 847
29 岩倉山神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 井原市岩倉町 463
30 高山千義神社 吉備津比古命 キビツヒコノミコト 井原市門田町 1450
31 井森神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 井原市北山町 522
32 岩山神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 井原市上出部町宮山 1198
33 青龍神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 井原市芳井町梶江 670
34 青龍神社 大吉備津彦命 オホキビツヒコノミコト 井原市芳井町簗瀬 153
35 吉備津神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 岡山市北区吉備津 931
36 皷神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 岡山市北区上高田 3627
37 岩山神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 高梁市巨瀬町 3335
38 鈴岳神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 高梁市有漢町有漢 2959
39 上有漢神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 高梁市有漢町上有漢 2540-3
40 東豊野神社 吉備津彦命 キビツヒコノミコト 加賀郡吉備中央町豊野 1408
41 郡神社 大吉備津彦命 オオキビツヒコノミコト 真庭市上水田 399

吉備津彦命を祭神とする岡山県内の神社

※上表は神社本庁包括神社のみ。境内神社の祭神は除く。
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安
原
伝で
ん
べ
え

兵
衛
（
田で
ん
べ
え

兵
衛
）
は
「
い
み
名
」
を
安
原
智と
も

種た
ね

と
い
っ
た
。
早
島
町
塩
津
の
士
豪
で
、
江
戸
時
代
初

期
の
鉱
山
師
と
し
て
天
正
年
中
（1573

〜1592

）
に

石

※

見
銀
山
に
移
住
し
た
。

　
関
ヶ
原
の
役
後
、
銀
山
奉
行
と
し
て
赴
任
し
た
大
久

保
長
安
か
ら
経
費
の
支
出
を
仰
ぎ
、本
谷
釜
屋
間ま

ぶ歩（
坑

道
）
の
水
抜
き
坑
を
掘
削
し
、
良
質
の
「
ア
ラ
ガ
ネ
」

と
呼
ば
れ
る
銀
鉛
鉱
の
産
出
に
成
功
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
石
見
銀
山
は
飛
躍
的
な
発
展
を
見
せ
、

智
種
も
鉱
夫
千
余
人
を
使
う
鉱
山
師
と
な
っ
た
。

　
最
盛
期
に
は
年
三
、六
〇
〇
貫
（
一
三
、五
ト
ン
）
も

の
運
上
金
を
幕
府
へ
納
め
、
か
つ
智
種
も
巨
大
な
富
を

築
い
た
。

　
慶
長
八
年
（1603

）
八
月
に
は
、
京
都
・
伏
見
城

で
徳
川
家
康
に
拝は
い
え
つ謁
し
、
一
間
四
方
の
盤
の
上
に
白
砂

を
敷
い
て
洲
浜
に
見
立
て
、
そ
の
上
に
輝
き
わ
た
る
銀

の
粋
精
（
良
質
の
銀
鉛
鉱
）
を
蓬ほ
う
ら
い
ざ
ん

莱
山
の
形
に
積
み
上

げ
て
献
上
し
、
家
康
を
喜
ば
せ
た
。
こ
の
時
、
銀
の
鉱

脈
を
発
見
し
た
功
績
に
よ
っ
て
、
家
康
か
ら
胴
服
（
国

安原備中守（石見銀山清水寺所有・島根県立博物館収蔵）

安原備中守の墓（清水寺）安原備中守の供養塔（早島町塩津）

清水寺（石見銀山）

指
定
重
要
文
化
財
）
と
扇
子
を
拝
受
し
、
因よ
り
し
げ繁
の
名
と

「
備
中
」
の
官か
ん
と途
も
与
え
ら
れ
、
安
や
す
は
ら
び
っ
ち
ゅ
う
の
か
み

原
備
中
守
と
名
乗

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
智
種
は
本
拠
を
石
見
に
移
し
た
の
ち
も
郷
里
の
産う
ぶ
す
な土

神が
み

へ
の
信
仰
を
維
持
し
続
け
、
そ
の
富
を
も
っ
て
文
禄

二
年
（1593

）
に
は
当
社
の
本
殿
の
改
築
が
行
わ
れ

た
際
に
、
願
主
と
し
て
寄
進
を
行
っ
た
。
更
に
、
慶

長
十
八
年
（1613

）
に
は
毘
沙
門
堂
、
慶
長
十
九
年

（1614

）
に
は
本
殿
屋
根
葺
き
替
え
に
そ
れ
ぞ
れ
大お
お
だ
ん檀

那な

と
し
て
寄
進
を
行
っ
た
。

　
慶
長
八
年
（1603

）
に
は
同
族
の
安
原
和
泉
守
が
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